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近
世
末
に
恥
け
る
越
中
西
部
上
使
街
道
(
脇
街
道
)

中
田
宿
の
戸
口
分
析

浅

香

幸

雄

は

し

が

き

筆
者
は
か
つ
て
「
近
世
期
に
お
け
る
協
往
還
宿
場
町
の
発
達
」
に
つ
き
、
南
西
関
東
の
東
海
道
と
甲
州
街
道
の
中
間
地
域
に
設
け
ら
れ

た
中
原
・
矢
倉
沢
・
津
久
井
の
三
脇
往
還
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
摩
川
を
西
へ
渡
っ
た
右
岸
の
渡
河
地
区
に
発
達
し
て
い
た
小
杉
・
溝
口
二
子

-
登
戸
の
二
一
宿
に
つ
き
、
戸
口
・
職
業
内
容
か
ら
し
た
発
達
を
み
、
三
往
還
が
は
た
し
て
い
た
機
能
と
そ
の
変
化
と
の
結
合
を
中
心
と
し

て
論
述
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
T
X
2
u
。
ま
た
三
浦
半
島
と
東
海
道
宿
場
町
に
隣
接
す
る
三
村
落
の
発
達
を
例
と
し
て
、
戸
口
の
増
加
・

構
成
の
変
化
と
村
落
機
能
の
変
化
と
の
結
合
に
つ
き
考
察
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
す
d
o

い
す
る
ぎ

こ
こ
に
あ
げ
た
越
中
(
富
山
県
)
西
部
の
中
田
宿
(
稿
波
郡
中
田
村
|
現
高
岡
市
中
田
)
は
、
北
陸
道
の
今
石
動
宿
(
小
矢
部
市
)
の

い
レ
ゃ

Jaay'レ

東
方
の
芹
川
で
分
岐
し
て
東
行
す
る
上
使
街
道
(
今
石
動
i
戸
出
!
中
田
i
富
山
、
現
主
要
地
方
道
富
山
戸
出
小
矢
部
線
)
が
庄
川
を
東

へ
こ
え
た
右
岸
に
発
達
し
た
宿
場
集
落
で
あ
る
(
第
1
図
)
0

こ
こ
の
旧
算
用
聞
(
町
場
の
財
務
監
督
)
ハ
4
X
5
〉
で
あ
っ
た
久
兵
衛
家

現

吉
田
粂
二
氏
)
の
「
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
正
月
人
別
帳
」
を
基
本
資
料
と
し
て
戸
口
構
成
を
み
、
そ
の
意
義
を
究
明
し
よ
う
と
す
る



184 

分
さ
れ
る
。
ま
た
一
石
未
満
層
と
頭
振
層
に
つ
い
て
は
、

(
第
一
表
階
層
)
0

も
の
で
あ
る
。

こ
の
人
別
帳
に
は
、
総
計
二
四
九
戸
に
つ
き
各
戸
ご
と
に
、

て
つ
ぎ

ロ
檀
那
寺
(
手
次
寺
と
い
う
)
、

イ
持
高

(
所
在
村
落
別
に
記
す
)
。

ハ
家
持

中国宿付近図

無
家
の
別
、

ホ
各
戸
の
家

一
一
村
役
(
算
用
聞
・
肝
煎
・
組
合
頭
な
ど
)
、

族
に
つ
い
て
は
人
別
に
、
戸
主
と
の
続
柄
・
名
前
・
年
令
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
前
諸
報
で
と
っ
た
方
法
に
し
た
が
っ
て
整
理
・
製

表
し
た
。

第1図

て
戸
口
構
成

1 

階
層
構
成

各
戸
ご
と
の
持
高
記
載
に
よ
っ
て
全
宿
の
階
層
構
成
を
み
る
と
第
1
表

あ
ー
ま
ふ
り

A
の
如
く
に
よ
り
、
大
別
し
て
高
持
(
本
百
姓
)
と
現
振
(
水
呑
)
に
一
一

「
無
家
」
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
別
立
と
し
た
の
で
階
層
は
九
区
分
と
な
っ
た

こ
れ
を
み
る
と
(
第
一
表
A
戸
数
)
、
総
戸
数
二
四
九
戸
の
う
ち
、
三

O
石
以
上
一

O
戸、

一
O
石
以
上
一
一
戸
、
五
石
以
上
一

O
戸、

三
石
以
上
四
戸
、

一
石
以
上
一
九
戸
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

0
・
0
一
石
以
上
層
は
一
四
六
戸
(
本
百
姓
二

O
O戸
の
七
三
了

O
M
)
も

数
え
ら
れ
る
。
ま
た
頭
振
層
の
四
九
戸
(
総
戸
数
の
一
九
・
七
形
)
も
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た

0
・
0
一
石
層
(
一
石
未
満
層
)
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嘉永2年 (1849)中国宿の階層別戸口構成

A 
人B1戸数当

C有配偶率 D E1戸未婚当者数
参考階 層 戸 数

安家族率定(%) 古 ;?o/♀回 持高(%)
以上)以上)

30石以上| 1戸O( 4.0) 
人 % % % 人 人 石
5.9 80.0 90.0 90.0 O. 1 0.1 1738. 4(84.7) 

Aム入 10 Aア 11 ( 4.5) 5.3 81. 8 100.。90.9 222.6(10.9) 

5 グ 10(4.0) 6.4 100.0 110.0 100.0 74.1( 3.5) 

百 3 ノノ 4 ( 1. 5) 5.5 100.0 100.0 100.0 0.2 13.6( 0.6) 

姓
1 " 19( 7.6) 4.8 73.8 78.9 84.2 0.1 

0.01 " 
家持 116(46.7) 4.9 68.1 76.7 88.2 0.2 0.2 

無家I30(山) 2.01 10.0 10.0 36.6 0.2 0.3 

41 (16. 5) 4.1 58.6 61. 0 71. 7 

呑 無家 8( 3.2) 2.3 12.5 12.5 25.0 0.2 

計|村平均 1249(100州 4.51 61. 01 67.51 74.71 0.212123剛 0)

第 1表

は
頭
振
層
に
近
い
も
の
な
の
で
、
こ
れ
ら
両
層
を
あ
わ
せ
る
と

一
九
五
戸
(
総
戸
数
七

0
・
九
%
)
に
も
な
り
、
総
戸
数
の
八

O
%
近
く
が
、

「
ご
く
零
細
層
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
三
O
石
以
上
層
は
一
O
戸
に
過
、
ぎ
な
い
が
、

そ
の
内
わ
け
は
第
2
表
の
よ
う
で
あ
り
、
最
高
の
算
用
聞
(
久

兵
衛
)
は
六
三
七
・
五
石
(
村
民
持
高
の
二
九
・
九
ガ
)
を
所
有

し
、
以
下
三
O
O
石
台
・
二
O
O
石
台
各
二
戸
、

一O
O
台
二

人別帳記載の各戸別持高による筆者作製

戸
と
な
り
、
こ
れ
ら
巨
大
五
戸
の
持
高
総
計
は
一
四
一
三
石
余

(
同
六
六
・
四
%
)
を
こ
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
村
内
総
戸
数
の
八
O
M
を
し
め
る
「
ご
く
零
細
層
」

(
そ
の
持
高
合
計
二
六
石
余
、
村
民
総
持
高
一
二
二
三
石
余
比

了
二
四
%
)
と
総
持
高
の
2
一3
を
も
っ
巨
大
地
主
層
と
か
ら

な
る
中
田
宿
は
、
持
高
構
成
か
ら
は
ま
さ
に
両
極
分
解
の
典
型

で
あ
り
、
既
報
文
よ
り
し
て
も
類
少
な
い
事
例
と
い
え
よ
う

カミ

(注)

そ
し
て
上
記
し
た
三
O
石
以
上
層
一
O
名
の
所
有
地
を
、
宿

た
し
ょ

・
宿
外
(
他
所
高
)
に
分
け
る
と
(
第
3
表)、

内
(
在
所
高
)
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持高30石以上層の内

わけ

第2表

順位|持高|村役人

1 

2 311. 7 向上

3 230.8 組合頭

9 向上

5 110.8 向上

以小 上計 I日日門<u・司1 I 
6 90.2 算用開

7 83.5 肝煎

8 60.9 百姓

9 48.9 向上

10 38.9 向上

持合 品計 11円
luU。・を4 1 

中田宿の3D:石以上層

10人の持高

所在村[石 数

石
(在所高) 719，863 

常 国 377，614 

宿外
下麻生 113，397 

今泉 68，933 

所他高
八十歩 55，760 

下麻生新 47，875 
) 

古戸出 44，700 
文pよ噌 JII 43，590 

滝 40，100 

東保新 37，830 

西老田新 29，660 

滝 新 29，229 

円池新 27，534 

大 滝 20，440 

ほか略

他所高計 I 1，02山 3

第3表

他
所
高
は
、
東
接
の
常
国
(
三
七
七
石
余
)
、
北
東
接
の
下
麻
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
隣
諸
村
を
主
と
し
た
分
布
が
み
ら
れ
る
(
庄
川
西

方
の
古
戸
出
や
小
矢
部
川
に
近
い
大
滝
に
も
あ
る
が
)
。
在
所
高
合
計
は
七
一
九
・
八
石
余
、
他
所
高
合
計
は
一

O
二
二
・
九
石
余
で
、

他
所
高
が
在
所
高
の
一
・
四
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
町
場
へ
の
土
地
集
中
の
好
例
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

2 

階
層
別
家
族
構
成

筆
者
が
か
つ
て
行
な
っ
た

「
南
関
東
三
村
の
階
層
別
家
族
構
成
?
と
と
同
一
方

上
記
し
た
本
人
別
帳
の
各
戸
ご
と
の
記
載
に
よ
り
、

法
に
し
た
が
い
、
家
族
人
数
、
有
配
偶
率
戸
数
率
・
組
数
率
、
安
定
家
族
率
お
よ
び
未
婚
者
数
を
整
理
し
て
、
第
一
表
B
・
C
・
D
・
E

を
得
た
。

A 

家
族
人
数

家
族
人
数
を
み
る
と
、
村
平
均
は
四
・
五
人
で
あ
る
。
階
層
別
に
み
る
と
、
三
石
以
上
層
は
五
人
余
で
あ
り
、
五
石
以
上
層
の
み
が
六

人
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
一
石
以
上
層
(
一
了
九
石
以
下
)
は
四
人
台
と
な
り
、
そ
れ
以
下
の
零
細
層

(
0
・
0
一
石
以
上
層
)
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階層別家族人数の分布

家 族 人 数
人数計 戸数計

一
階 層

人 戸当
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

人 戸 人
30石以上 1 1 1 1 2 1 1 2 - 59 10 5.9 

10 d月日， 1 1 - 3 1 2 1 - 1 I 58 11 5.3 

5 11 l 3 2 2 - 1 1 64 10 6.4 

3 λ， 1 1 - 1 一一 1 - 22 4 5.5 

1 11 2 I 3 2 3 2 4 2 一 一 92 19 4.8 

0.01 11 

家持 4 10 18 23 15 19 13 7 5 2 571 116 4.9 

無家 17 6 1 4 - 1 一一一一 59 30 2.0 

頭振家持 B B 3 6 1日 7 1 2 一 一 166 41 4.1 

無家 5 1 1 一一一一 1 一 一 18 2.3 

言十 l352628413336211210 4 1山 71 4.5 

第4表

や
頭
振
層
の
家
持
は
と
も
に
四
人
台
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
層
は
家
族

人
数
か
ら
は
第
二
級
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て

0
・
0

石
以
上
層
と
頭
振
と
の
無
家
層
は
、
と
も
に
二
人
台
で
第
三
級
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
一
戸
当
家
族
人
数
か
ら
は
、
中
田
宿
の

二
四
九
戸
は
一
・
二
・
一
ニ
級
に
区
分
さ
れ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
階
層
別
の
平
均
値
に
対
し
、
そ
の
内
容
を
み
る
た
め
、

階
層
別
家
族
人
数
の
分
布
を
み
た
(
第
4
表)。

一
一
般
の
三
石
以
上

の
諸
層
は
、
各
層
と
も
戸
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
バ
ラ
っ
き

憾
の
多
い
頻
度
分
布
、
を
示
し
て
一
般
性
は
把
握
し
に
く
い
が
、
五
石
以

軒
下
層
は
五

1
七
人
に
集
中
し
て
い
て
、
平
均
値
そ
の
も
の
を
示
す
と

日
い
え
よ
う
。
二
級
層
の
一
・

O
石
以
上
層
は
集
中
型
と
は
い
え
な
い

批
が
、
ま
ず
ま
ず
の
ま
と
ま
り
方
で
あ
り
、

0
・
0
一
石
以
上
の
家
持

コU断
層
は
一
一
六
一
戸
も
あ
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
分
布
を
み
せ
、
頭
振
の

川
家
持
(
四
一
戸
)
も
そ
れ
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
両
無
家
層
は

)
と
も
に
一
人
に
集
中
し
て
い
る
が
、

0
・
0
一
石
以
上
の
無
家
に
は

注(
二
人
(
六
戸
)

-
四
人
(
四
戸
)
の
家
族
が
相
当
数
み
ら
れ
る
。

B 

家
族
構
成
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無配偶世帯の内容
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第 5表

竺当

2人世帯

6 fI 

計 1

1人世帯

2 fI 

3 

4 

計

計

1人世帯

2 fI 

3 

L
i
 z--一ロ

1人世帯

2 fI 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

1人世帯

2 fI 

3 

4 

計

1人世帯

5 fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

fI 

r-と，
a)， 

持

家

家

階

三

O
石
以
上

一・

O
石
以
上

無

一
O
石
以
上

層

0
・
0
一
石
以
上

頭
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4 " 
持

5 " 

振 計 I1削心|
1人世帯 5 2 2 

無 2 " 1 1 1 1 

3 " 1 1 1 1 
家

小

1人世帯 36 14 2 16 

2 " 22 10 9 3 4 

3 " 14 3 9 2 1 1 
総 4 " 14 7 6 1 

5 " 7 1 6 

6 " 2 1 1 

7 " 1 1 

計
8 " 1 1 

9 " 
10 " 1 1 

総 6119ω| 21 山 2)

総戸数比(%) 8.81 13.71 8.4 

言十 24.9 
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1.※はすべて戸出村(町)

2. (%)は，諸層ごとの総戸数に対する%

(注)

a 

有
配
偶
率

前
諸
稿
で
は
、
戸
数
率
と
組
数
率
と
に
分

け
て
み
て
き
た
。

中
田
宿
の
場
合
に
は
(
第
1
表
C
)
、
全
体

と
し
て
戸
数
率
と
組
数
率
と
の
差
は
さ
し
て

み
ら
れ
な
い
。
以
後
上
記
の
一
戸
当
家
族
人

数
で
行
な
っ
た
三
級
の
区
分
に
し
た
が
っ
て

み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
戸
数
率
を
み
る
。

一
級
と
し
た
三
石

以
上
の
諸
層
は
八

0
1
一
O
O
Mで
、
ま
ず

高
率
を
示
し
て
い
る
。
二
級
と
し
た
諸
層
の

う
ち
、

一
石
以
上
層
は
や
や
高
率
で
あ
り
、

0
・
0
一
石
の
家
持
層
も
こ
れ
に
近
い
が
、

三
級
と
し
た

0
・
0
一
石
・
頭
振
の
両
無
家

層
は
一

O
Mそ
こ
そ
こ
で
著
し
い
低
率
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
層
聞
の
較
差
、
こ
と

に
二

l
三
級
間
較
差
は
一
戸
当
家
族
人
数
に
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み
ら
れ
た
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
き
で
あ
る
。

無
配
偶
世
帯
一
家
に
夫
婦
が
い
な
い
場
合
を
無
配
偶
世
帯
と
仮
称
し
、
諸
層
聞
の
そ
れ
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
(
第
5
表)。

無

配

偶
世
帯
は
、
も
っ
と
も
単
的
に
家
族
構
成
の
不
健
全
さ
を
示
も
も
の
と
い
え
よ
う
。

無
配
偶
世
帯
は
宿
内
総
戸
数
の
約
四
O
M
に
の
ぼ
っ
て
い
る
(
第
5
表
下
欄
)
。
こ
れ
を
階
層
別
(
階
層
別
戸
数
に
対
す
る
無
配
偶
世

帯
の
対
)
に
み
る
と
、

一
級
と
し
た
五
石
以
上
・
一
ニ
石
以
上
両
層
を
除
く
す
べ
て
の
階
層
、
す
な
わ
ち
一
級
の
1
一
2
と
二
・
コ
一
級
の
全
層

に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
。

一
級
と
し
た
三
O
石
以
上
・
一
O
石
以
上
の
両
層
は
二
O
%
内
外
で
あ
る
。
二
級
の
三
階
層
の
う
ち
、

一・

O

石
以
上
層
は
一
級
に
近
く
二
O
M
余
で
あ
る
が
、

0
・
0
一
石
以
上
の
家
持
層
は
三
O
%
余
、
頭
振
の
家
持
層
は
四
O
M
余
と
な
っ
て
い

て
、
経
済
階
層
が
低
ま
る
に
し
た
が
っ
て
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
三
級
と
し
た

0
・
0
一
石
以
上
と
頭
振
の
両
無
家
層
で
は
九
O
M
N

近
く
も
数
え
ら
れ
、
上
記
一
戸
当
平
均
家
族
人
数
と
同
じ
く
二

l
三
級
聞
に
お
け
る
較
差
の
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
無
配
偶
世
帯
の
家
族
構
成
を
み
る
(
第
5
表
C
)
、

一
人
世
帯
(
単
独
世
帯
)
は
三
六
戸
で
無
配
偶
世
帯
数
(
九
O
戸
)
の
四
O
%
近

く
(
一
三
ハ
・
七
%
)
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
つ
い
で
二
人
世
帯
・
三
人
世
帯
:
:
:
と
世
帯
人
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
無
配
偶
世
帯
は
減
少
し

て
い
る
。
二
人
以
上
世
帯
の
血
縁
上
の
家
族
構
成
は
、
母
子
家
庭
が
最
多
で
(
第
5
表
C
の
下
欄
三
四
戸
1

総
戸
数
の
二
一
了
七
形
)
父
子

家
庭
こ
れ
に
つ
ぎ
(
一
一
一
一
一
戸
、
同
八
・
八
形
)
、
両
親
を
欠
い
た
兄
弟
姉
妹
の
み
の
世
帯
(
兄
弟
世
帯
)
も
多
く
は
な
い
が
み
ら
れ
る
(
六
戸
1

一
一
・
四
活
)
。
兄
弟
世
帯
が
一
級
・
二
級
に
皆
無
で
、
三
一
般
の
み
に
み
ら
れ
る
の
も
、
上
記
二
・
三
級
聞
の
較
差
と
同
じ
で
注
目
さ
れ
る
。

家
族
構
成
に
関
連
し
て
、
自
家
以
外
の
村
内
や
他
村
で
の
居
住
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
家
に
依
頼
ま
た
は
奉
公
し
て

同
居
し
て
い
る
の
は
、

一
級
・
二
級
と
も
に
み
ら
れ
る
が
、
と
も
に
低
率
で
あ
る
(
一
人
世
帯
の
み
で
、

一
O
石
以
上
九
・
一
括
、

O
石
以
上
層
五
・
二
一
括
)
。
こ
れ
に
対
し
て
三
級
と
し
た
両
無
家
層
で
は
、

一
人
世
帯
は
も
と
よ
り
二
・
三
人
世
帯
に
も
「
他
家
に
同
居
」
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1人世帯の世帯主の性・年令

階 層|性| 年 メμ、

男 19 (持高21，69石)
10石以上

女

男 38 
1.0石以上

女 26 

0.01石 家 男 45， 31， 30， 30 
λY 

持 女

生壬 男 62， 52， 43， 41， 39 

37， 33， 29， 29， 28 

27， 27， 15， 13 

家
女 58， 52， 27 

頭振 家 男 42， 40， 31， 29， 23 

持 女 48， 26 

無 男 78， 68， 45， 28 

家 女 28 

が
み
ら
れ
、
そ
の
率
は
五

O
Mに
の
ぼ
っ
て
い
る

(
0
・
0
一
石
層
は
五
三
・
三
%
、
頭
振
層
は
五

O

O
M
)。
こ
こ
に
も
二

1
三
級
聞
の
較
差
が
著
し

人別帳により筆者作製

い
こ
と
が
み
ら
れ
る
。

第 B表

無
配
偶
世
帯
の
極
端
な
も
の
と
い
う
べ
き
一
人
世

帯
は
三
六
戸
(
総
戸
数
の
一
四
・
四
%
)
あ
り
、

一
了
三
級
と
も
に
み
ら
れ
る
、

い
ま
そ
の
世
帯
主

の
性
・
年
令
を
み
る
と
第
6
表
と
な
る
。
こ
れ
を
通

(注)

観
す
る
と
、

一
級
(
一

O
石
以
上
層
一
戸
)
は
一

O

才
台
(
一
九
才
男
)
で
あ
り
、
二
級
は
三
層
を
通
じ

て
男
は
三

O
I四
O
才
台
、
女
は
二

0
1四
O
才
台
(
最
高
は
四
八
才
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
三
級
の
両
無
家
層
の
う
ち
、

0
・
0
一
石
層
で
は
男
が
一

O
I六
O
才
台
、
女
が
二

O
t五
O
才
で
あ
り
、
頭
振
は
男
が
二

0
1七
O
才
台
(
最
高
は
七
八
才
、

イコ

L 、

-
七

O
才
(
一
人
)
が
み
ら
れ
る
が
、
六

O

で
六
八
才
)
で
あ
る
。
そ
し
て
三
級
の
世
帯
主
に
は
五

O
才
(
三
人
)

-
六

O
才
(
二
人
)

ー
七

O
才
台
は
当
時
と
し
て
は
老
令
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
後
継
者
な
し
で
推
移
す
れ
ば
絶
家
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
二

l
三
級
聞
の
較
差
と
し

こ
う
し
た
準
絶
家
の
あ
る
こ
と
が
ま
た
三
級
の
特
色
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
級
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
、

191 

て
あ
げ
得
ょ
う
。

b 

安
定
家
族
率
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安
定
家
族
は
一
世
帯
に
生
産
年
令
層
ご
六

k
六
O
才
)

の
も
の
が
二
人
以
上
い
て
、

一
家
と
し
て
の
生
活
や
生
産
活
動
を
運
営
し
得

る
も
の
を
い
い
、
配
偶
関
係
あ
る
い
は
性
別
の
条
件
を
つ
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
有
配
偶
戸
数
率
よ
り
も
高
率
と
な
る
べ
き

性
質
の
も
の
で
あ
る
。
中
田
宿
の
そ
れ
を
み
る
と
(
第
1
表
D
)
、
一
級
の
諸
層
は
い
ず
れ
も
九

O
I
一
O
O
%、
二
級
は
七

O
I八
O
M

で
あ
る
。
し
か
し
、
三
級
の
両
無
家
層
は
と
も
に
二

O
I三
O
Mの
低
率
で
、
前
記
諸
指
標
で
み
た
と
同
じ
く
二

l
三
両
級
間
の
較
差
の

大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

C 

一
戸
当
未
婚
者
数

こ
こ
で
い
う
未
婚
者
と
は
、
結
婚
適
令
期
(
当
時
の
早
婚
を
考
え
て
男
三

O
才
、
女
二
五
才
と
し
た
)
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
結
婚
し
て

い
な
く
て
生
家
に
止
ま
っ
て
い
る
男
女
を
い
う
。
階
層
ご
と
に
集
計
し
て
一
人
当
人
数
を
算
出
す
る
と
第
1
表
E
の
如
く
に
な
る
。
こ
れ

を
通
観
す
る
と
、

一
O
石
以
上
、
五
石
以
上
の
両
層
を
除
く
諸
層
の
す
べ
て
に
み
ら
れ
、

一
級
に
は
少
な
い
が
、
二
・
一
二
級
に
み
ら
れ
る
。

し
か
し
二

l
三
級
聞
に
も
上
記
諸
指
標
で
み
た
よ
う
な
裁
然
と
し
た
級
間
較
差
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
結
婚
は
経
済
条
件
の
み
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
諸
数
値
を
筆
者
が
既
報
し
た
南
関
東
諸
村
の
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
は
、

い
ま
は
措
く
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
こ
こ
で
指

摘
で
き
る
の
は
、
階
層
別
戸
数
に
お
い
て
(
第
1
表
A
)
、
ご
く
零
細
層
(
持
高
一
石
未
満
と
頭
振
)
が
総
戸
数
の
八

O
M近
く
に
も
達
し

て
い
る
こ
と
、

一
O
O石
以
上
所
持
の
巨
大
層
の
持
高
合
計
が
村
民
持
高
合
計
の
2
一3
に
も
達
し
て
い
て
い
わ
ゆ
る
両
極
分
解
型
の
典
型

を
な
す
こ
と
(
そ
の
分
解
幅
が
北
陸
農
村
の
事
例
よ
り
も
大
き
い
こ
と
)
、
ま
た
第
1
表
B
・
C
-
D
の
諸
指
標
値
を
み
る
と
一
・
二
・

級
の
区
分
が
で
き
、
各
指
標
値
が
、

一
t
二
級
聞
の
聞
き
よ
り
も
二

t
三
級
聞
に
著
る
し
い
較
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
等
が
、
中
田
宿
の



特
色
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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l 

巨
大
地
主
久
兵
衛
家
の
成
立

六
三
七
・
五
石
(
町
民
総
持
高
の
約
三

O
%
)
を
も
っ
算
用
問
久
兵
衛
家
は
、

ほ
か
に
村
民
屋
敷
二
八
(
村
民
戸
数
の
一

0
・
八
形
)

を
も
所
有
し
て
い
た
(
S
U
O

六
四

O
石
近
い
持
高
は
、
居
村
中
田
の
一
九
一
・
五
九
石
(
総
持
高
の
一
二

0
・
八
彪
)
と
、
そ
の
東
接
の
常

国
(
一
六
八
・
五
七
二
石
|
同
二
六
・
六
厄
)
と
北
接
の
下
麻
生
(
七
五
・
七
石
|
同
一
六
・
九
が
)
で
3
一4
(
七
四
・
二
一
括
)
が
し

ざ
い
し
よ
だ
か

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
巨
大
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
在
所
高
(
居
村
持
高
)
を
尊
ぶ
こ
の
地
方
の
住
民
心
理
か
ら
し
で
も
絶

大
な
有
力
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
そ
れ
に
久
兵
衛
の
持
高
は
、
第
二
位
の
高
持
で
あ
る
も
う
一
人
の
算
用
問
家
の
持
高
一
二
一
一
・
七

石
の
二
倍
強
に
も
あ
た
り
、
そ
の
開
き
も
大
き
い
l
第
2
表
、
そ
れ
が
明
治
以
後
も
つ
づ
い
て
い
た

X
Z。

い
ま
同
家
に
所
蔵
の
系
図
と
そ
の
付
記
に
よ
っ
て
同
家
の
巨
大
化
に
関
連
し
た
記
載
を
摘
記
す
る
。
初
代
に
つ
い
て
は
「
浪
人
者
一
一
テ

佐
野
村
観
音
堂
ニ
住
後
中
田
村
へ
引
越
、
高
一
石
所
持
、
万
治
二
年
l
一
六
五
九
l
亡
」
と
み
え
て
い
る
。
は
じ
め
の
浪
人
者
に
関
連
し

て
同
家
の
手
次
寺
は
、
人
別
帳
に
「
浄
土
真
宗
木
舟
村
宝
性
寺
旦
那
」
と
し
て
い
る
。
宝
性
寺
は
い
ま
も
地
方
の
大
寺
の
一
つ
で
、
小
矢

部
市
史
の
「
小
矢
部
市
域
の
寺
々
の
移
動
図
白
υ
」

に
よ
る
と
、

宝
性
寺
は
能
登
穴
水
↓
上
蓑
(
現
福
岡
町
)
↓
木
舟
(
同
町
)
↓
岡
(
現

在
地
l
小
矢
部
市
、
慶
応
二
年
移
転
)
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
中
「
木
舟
」
は
前
田
利
家
の
弟
秀
継
が
兄
利
家
の
越
中
へ
の
進
出

193 

拠
点
と
し
た
木
舟
城
の
地
で
あ
る
(
天
正
一
二
一
年
i
一
五
八
五
|
一
一
月
の
大
地
震
で
秀
継
夫
妻
が
木
舟
城
で
圧
死
し
、
子
利
秀
が
震
災

復
旧
に
あ
た
り
、

の
ち
今
石
動
域
へ
移
る
|
利
秀
の
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
撃
や
朝
鮮
へ
の
進
行
に
参
加
)
。
久
兵
衛
家
の
木
舟
宝
性
寺
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旦
那
(
門
徒
)

-
初
代
の
浪
人
者
・
残
年
の
万
治
二
年
を
つ
ら
ね
る
と
、
初
代
の
旧
主
君
は
前
田
利
秀
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

で
も
利
秀
と
初
代
の
両
残
年
の
聞
き
は
六
六
年
に
も
な
り
、
初
代
は
八

O
才
ぐ
ら
い
で
残
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
に
か
く
初
代
は
浪
人

(
戦
国
末
の
武
土
)
で
あ
り
、
主
君
と
は
な
れ
て
か
ら
佐
野
(
高
岡
)
を
経
て
中
田
に
来
往
し
た
が
、
高
一
石
所
持
と
あ
り
、
さ
し
た
る

こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

わ
ら
た

二
代
に
つ
い
て
は
特
記
す
べ
き
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
三
代
に
至
っ
て
躍
進
し
た
。
系
図
に
は
「
早
藁
焚
き
、
是
よ
り
和

佐
原
(
以
後
の
屋
号
)
と
申
、
高
二
八

O
石
、
外
金
有
る
」
、
ま
た
高
二
八

O
石
は
「
今
泉
・
今
泉
新
・
常
国
・
下
山
田
新
・
笹
川
・
上
開
発
(
そ

れ
に
中
田
)
、
〆
八
ケ
村
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
代
は
早
藁
で
わ
ら
灰
を
製
造
販
売
し
て
巨
利
を
得
た
の
で
あ
る
。
高
瀬
保
氏
の

い

わ

し

に

し

ん

報
文
(
口
)
に
よ
る
と
、
調
波
地
方
の
鰯
尿
、
鯨
尿
の
普
及
に
関
連
し
て
、
と
く
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
に
西
中
村
(
小
矢
部
・
礁
波
両
市
界

圧
川
扇
状
地
扇
夫
の
末
端
)
の
百
姓
が
、
今
石
動
の
「
こ
え
」
「
は
い
」
が
高
価
で
あ
る
の
で
、
岡
・
伏
木
・
放
生
津
(
新
法
市
)
か
ら
鰯

尿
の
購
入
に
あ
た
っ
て
い
た
旨
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
を
「
碩
波
地
方
の
小
矢
部
川
・
庄
川
な
ど
の
氾
濫
の
新
聞
は
藩
政
初
期
に
大
規
模

に
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
草
苅
場
が
減
少
し
、
こ
れ
が
耕
作
馬
、
草
尿
の
減
少
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
し
て
い
る
。
近
世
前

期
の
庄
川
扇
状
地
の
開
拓
と
飼
料
源
・
肥
料
源
の
枯
渇
を
示
す
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。
今
石
動
で
騰
貴
し
た
「
は
い
」
は
い
わ
ゆ
る
町
灰
(
町

家
が
出
す
木
灰
)
で
あ
ろ
う
が
、
久
兵
衛
家
の
三
代
の
活
動
期
の
近
世
前
期
に
つ
く
っ
て
い
た
灰
は
わ
ら
灰
で
そ
れ
が
こ
の
地
方
で
商
品

化
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
初
代
は
灰
に
魚
肥
な
ど
を
あ
わ
せ
た
肥
料
商
を
営
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た

せ
り
だ
ん
の

三
代
が
取
得
し
た
「
高
」
の
所
在
村
に
今
泉
新
・
東
保
、
下
山
田
新
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
田
宿
南
東
の
芹
谷
野
(
庄
川
右
岸

段
丘
)
の
一
部
で
(
第
1
図
)
、
寛
文
三
年
(
一
六
六
三
)
の
芹
谷
野
用
水
の
開
さ
く
後
、
そ
の
翌
四
年
か
ら
元
緑
二
年
(
一
六
八
九
)
に

わ
た
っ
て
開
国
さ
れ
た
新
団
地
域
に
あ
た
っ
て
い
る
(
開
田
高
四
一

O
四
石
、
三
新
村
は
寛
文
四
年
に
村
立
し
た
二

O
カ
村
の
う
ち
)
。



こ
れ
ら
に
つ
い
て
三
代
(
四
・
五
代
も
?
)
の
扱
っ
た
「
灰
肥
」
に
つ
き
、
当
時
北
陸
地
方
(
加
賀
石
川
郡
)
に
例
を
と
っ
た
全
国
的

田
植
代
こ
え
並
青
田
引
糞
、
自
国
物
植

な
有
力
農
書
と
さ
れ
る
「
耕
稼
春
秋
臼
ど
を
み
る
。
す
な
わ
ち
「
灰
こ
え
、

金
沢
に
て
買
調
る
、

近世末における越中西部上使街道(脇街道)中田宿の戸口分析

る
時
又
は
生
長
の
時
す
る
」
と
あ
り
、
水
田
作
(
稲
作
)
の
一
部
と
畑
作
の
肥
料
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

て
「
小
麦
は
灰
糞
(
肥
)
第
一
よ
し
」
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
大
豆
・
麻
・
水
菜
・
木
綿
・
瓜
・
黄
瓜
・
ご
ぼ
う
・
に
ん
じ
ん
・
ち
さ
・

し
そ
・
か
ら
し
な
ど
の
畑
作
物
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
(
泥
糞
・
馬
屋
糞
・
真
糞
・
油
粕
・
鰯
・
小
便
・
:

:
・
と
と
も
に
)
。
ま
た
久
兵
衛
家
が
灰
の
ほ
か
一
般
肥
料
も
扱
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
聞
こ
ん
聞
も
な
い
中
国
南
東
方
に
ひ
ろ
が
る
芹
谷

野
新
田
へ
売
込
ん
だ
(
他
の
金
肥
も
?
)
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
い
い
得
ょ
う
。

四
代
に
つ
い
て
は
、
同
系
図
に
「
高
四
七
一
石
五
斗
三
升
七
合
(
三
代
の
一
・
七
四
倍
)
、
外
銀
有
る
」
と
あ
る
。
享
保
一
一
年
(
一
七

一
一
六
)
に
没
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
財
産
増
殖
は
三
代
の
没
後
か
ら
元
禄
・
宝
永
・
正
徳
・
享
保
前
期
に
わ
た
る
約
四

0
年
間
に
な
さ
れ
た

と
い
え
る
。
五
代
(
明
和
八
年
1

一
七
七
一
没
)
に
つ
い
て
は
そ
の
活
動
や
終
期
の
持
高
記
載
は
な
い
が
、
「
仕
分
け
分
家
」
を
二
軒
出
し
て

い
る
。

「
仕
分
け
」
は
財
産
分
け
(
分
与
)
の
こ
と
を
い
い
、
分
家
は
二
・
三
男
が
新
家
を
創
立
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
場
合
は
後
記
も
す
る
よ
う
に
新
家
を
創
立
し
た
の
で
は
な
く
、
養
子
に
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
出
婿
先
は
「
高
一

0
0

あ
る
。
す
な
わ
ち
同
書
に
、

「
竹
村
屋
茂
兵
衛
(
尚
勝
)

戸
出
茂
平
は
戸
出
町
史
白
〉
に
み
え
る
竹
村
屋
茂
兵
衛
家
中
興
者
の
よ
う
で

の
家
業
は
、
養
父
茂
兵
衛
の
代
よ
り
『
余
が
家
世
々
業
農
に
し
て
芳
買
於
京
師
』

石
戸
出
茂
平
、
高
一

O
石
福
野
吉
左
衛
門
」

と
し
て
い
る
。

と
彼
自
身
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
:
:
:
」
と
あ
る
養
父
茂
兵
衛
の
後
嗣
と
し
て
入
婿
し
た
茂
兵
衛
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
こ
の
養

子
茂
兵
衛
の
没
年
は
、
享
和
二
年
l
一
八

O
二
1

で
、
久
兵
衛
家
五
代
の
子
と
み
な
し
得
、
彼
も
か
く
養
家
の
発
展
臼
〉
に
大
き
く
貢
献
し

195 

一
O
O石
は
当
時
の
久
兵
衛
家
の
持
高
の
1
一5
強
士
二
・
二
男
)
に
の
ぼ
り
、

た
の
で
あ
っ
た
)
。
そ
し
て
そ
の
持
参
高
(
添
高
)

ま
た
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弟
(
?
)
、
福
野
吉
左
衛
門
へ
の
一

O
石
に
比
べ
て
も
不
均
衡
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
長
男
の
出
婿
と
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
福

野
吉
左
衛
門
は
、
福
野
町
史
白
)
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
安
永
七
年
(
一
七
七

O
)、
天
保
三
年
二
八
三
二
)

の
両
度
に
同
町
の
算
用
聞
を

つ
と
め
て
い
る
。
も
っ
て
当
時
の
同
家
の
豊
か
さ
・
有
力
さ
を
推
察
せ
し
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
久
兵
衛
家
の
三
代
に
は
じ
ま
る
巨
大
地
主
層
へ
の
躍
進
は
、
近
世
前
期
の
芹
谷
野
新
田
|
の
ち
に
は
広
く
平
場
の
水
田
地

域
向
け
の
金
肥
の
製
造
と
販
売
に
よ
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ

(
そ
の
点
は
、

近
世
後
期
に
巨
大
農
化
し
た
桜
井
家
自
〉
|
硝
波
市

郎
丸
|
の
場
合
と
は
時
代
も
性
格
も
異
に
し
て
い
る
)
。
そ
の
他
の
大
地
主
層
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
あ
わ
せ
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
久
兵
衛
家
以
外
に
つ
い
て
は
詳
に
し
得
な
い
。

2 

切
高
仕
法
と
名
高

L 、

切
高
仕
法

こ
う
し
た
巨
大
層
を
生
む
に
至
っ
た
法
的
根
拠
と
し
て
は
、
金
沢
藩
が
公
許
し
て
い
た
切
高
佐
法
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

と
く
越
中
史
料
に
採
録
さ
れ
て
い
る
石
埼
記
録
に
よ
る
「
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)
十
一
月
朔
目
、
改
作
奉
行
令
γ
テ
切
高
、
取
高
ヲ
許

ス
、
切
高
ト
ハ
高
買
ブ
(
売
ル
)
ヲ
イ
ヒ
、
取
高
ト
ハ
之
レ
ヲ
買
フ
ヲ
イ
フ
日
)
」
を
切
高
仕
法
の
発
端
と
し
て
い
る
。
し
か
し
石
埼
記

録
の
前
文
に
は
、
す
で
に
寛
文
期
以
後
の
年
期
預
高
・
品
々
帳
(
名
寄
帳
)

-
子
弟
へ
の
分
与
措
置
等
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら

に
若
林
喜
三
郎
ハ
ぎ
・
坂
井
誠
一
(
阜
両
教
授
は
、

元
禄
以
前
か
ら
の
売
買
質
入
に
よ
る
百
姓
持
高
の
移
動
や
元
禄
の
切
高
仕
法
を
含
め
た

土
地
所
有
の
移
動
に
つ
い
て
の
農
業
経
営
的
背
景
と
農
政
の
対
応
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。
若
林
教
授
は
土
地
移
動
が
農
政
上
の
問

題
と
な
る
始
期
を
寛
文
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ま
た
上
記
の
芹
谷
野
用
水
疎
通
、
同
新
田
の
開
発
初
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
久
兵



街
家
三
代
の
「
わ
ら
灰
」
の
製
造
・
服
売
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
貞
享
ま
で
に
極
端
な
土
地
集
中
を
行
な

ぃ
、
四
・
五
代
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
も
累
積
し
て
(
職
業
は
変
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
)
人
別
帳
(
嘉
永
二
年
l
一
八
四
九
)
上
で
は

近世末における越中西部上使街道(脇街道)中田宿の戸口分析

六
三
七
・
五
石
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ろ

名
高
(
家
高
)

上
記
の
階
層
区
分
(
第
1
表
A
)
に
よ
る
と
、

0
・
0
一
石
以
上
が
計
一
四
六
戸
(
総
戸
数
の
五
八
・
七
括
)
も
数
え
ら
れ
、

つ
い
で
家

族
構
成
の
健
否
を
示
す
諸
指
標
(
第
1
表
B
・
C
-
D
)
)
よ
る
数
値
が
、
二
級
と
し
た

0
・
0
一
以
上
層
と
頭
振
層
の
家
持
の
聞
に
お
い

て
、
ま
た
三
級
と
し
た
両
無
家
層
聞
に
、
と
も
に
近
似
し
た
数
値
が
み
ら
れ
る
こ
と
(
若
干
の
差
は
あ
る
が
)
を
指
摘
し
た
。

1石未満層の斗別階層戸数

家 持 無 家
斗 方リ

戸 数 戸 数

戸 戸 戸 戸
1斗未満 16 (11) 6 (3) 

1斗以上 48 (37) 13 (10) 

2 /1 20 (14) 6 (4) 

3 /1 10 (6) -(ー)

4 /1 11 (8) 1 (1) 

5 /1 3 (2) 4 (3) 

6 /1 1 (1) 一(ー)

7 /1 4 (-) 一(ー)

8 /1 o (-) (一)

9 11 3 (1) -(ー)

計 1116 (8州30 叫
[%J |附9.OJI100[70. 0コl

各欄間( )は各斗の端数なし

戸数，ただし 1斗未満のもの

は0.5斗(5升)の戸数

(注)

こ
れ
の
意
義
究
明
に
つ
き
次
の
作
業
を
進
め

た
。
す
な
わ
ち
、

0
・
0
一
石
以
上

(
0
・
0

一
I
0
・
九
九
石
v

層
の
持
高
を
斗
別
に
細
分

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
戸
数
分
布
を
み
る
と
(
第
7

表
)
、
家
持
・
無
家
と
も
に
一
斗
台
が
最
多
で
、

こ
れ
に
一
斗
未
満
と
二
斗
の
両
層
を
あ
わ
せ
る

と
、
家
持
で
は
八
四
戸
(
同
階
層
の
七

197 

と
な
り
、
同
一
階
層
中
で
も
よ
り
小
高
層
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
斗
層
で
端
数
な
し
の
一
斗

話
)
、
無
家
で
は
二
五
戸
(
同
八
三
・
一
ニ
彪
)

第 7表-
二
斗
・
:
九
斗
が
ま
た
多
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
家
持
で
八

O
戸
(
六
九
・

O
%
)、
無
家
で
二
二
戸
(
七

0
・
O
M
)
を
し
め
て
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い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
記
入
法
を
検
す
る
と
薄
墨
が
つ
か
わ
れ
、
各
戸
ご
と
の
人
別
が
記
入
さ
れ
た
の
ち
一
括
し
て
記
入

さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
(
斗
升
合
の
端
数
記
入
の
も
の
は
、
持
高
と
人
別
と
が
同
じ
墨
色
で
、
両
者
同
時
の
記
入
と
判
定
さ
れ
る

が)、

一
括
し
て
作
為
的
に
記
入
さ
れ
た
も
の
な
ら
ず
や
と
感
ぜ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
元
禄
の
切
高
仕
法
令
下
後
一

O
O余
年
の
寛
政
一
一
年
(
一
七
九
九
)
の
高
方
仕
法
と
関
連
事

情
が
あ
る
。
高
方
仕
法
は
、
町
人
に
よ
る
土
地
兼
併
防
止
と
自
作
農
維
持
の
た
め
の
方
策
と
し
て
土
地
の
移
動
を
取
締
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
農
民
が
全
所
有
地
を
手
放
し
て
頭
振
へ
転
落
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
コ
一
升
高
」
を
残
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
が
名
高
(
あ

る
い
は
家
高
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

a〉
、
天
保
期
に
は
二
升
高
を
残
し
た
名
目
的
自
作
農
が
増
加
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

2
3
中

田
宿
で
は
第
7
表
の
端
数
な
し
零
細
層
は
あ
る
い
は
名
目
的
(
か
つ
作
為
的
記
載
?
)
'
自
作
農
な
ら
ず
や
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

、
近
世
期
に
お
け
る
中
田
宿
の
機
能
と
変
遷

1 

宿
場
町
と
後
期
の
宿
勢
衰
退

中
田
町
誌
に
よ
る
と
、
戦
国
末
期
に
は
越
中
平
野
を
東
西
に
過
ぎ
る
幹
線
道
路
が
中
田
を
通
過
し
て
、
中
田
が
休
養
接
待
の
地
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ay
近
世
に
入
る
と
、
慶
長
二

O
年
(
一
六
一
五
)
に
は
中
田
に
「
宿
送
人
足
伝
馬
之
御
印
」
が
下
付

さ
れ
て
正
式
の
宿
場
と
な
っ
た
(
当
時
は
大
坂
陣
の
さ
な
か
で
、
加
賀
藩
二
代
の
前
田
利
長
が
人
馬
調
達
の
た
め
に
出
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
翌
元
和
元
年
に
は
、
本
街
道
・
脇
街
道
の
別
を
令
し
た
)
。
中
田
を
通
る
東
西
路
は
上
使
街
道
(
上
使
往
来
)
と
い
わ
れ
、
将
軍
の

代
替
り
ご
と
に
諸
藩
の
民
情
・
政
治
業
績
等
を
巡
察
す
る
役
人
(
巡
見
上
使
)
が
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
の
通
行
道
筋
を
上
使
街
道
と
い
い
、

上
記
の
今
石
動
芹
川
l
中
田
追
分
(
富
山
市
呉
羽
)
の
道
は
、
越
中
の
上
使
街
道
中
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。



寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)
の
「
宿
馬
数
之
覚
」
に
よ
る
と
(
第
8
表

)
g
y
中
国
宿
の
そ
れ
は
二
八
疋
で
、
越
中
平
野
で
は
今
石
動
(
五

九
疋
)
・
高
岡
(
四
七
疋
)
・
泊
(
三
五
疋
)
に
つ
い
で
多
い
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
先
元
和
二
年
(
一
六
二
ハ
)
の
「
三
ヶ
国
宿
々
伝
馬
役

之
定
」
に
よ
る
と

av
第
8
表
に
み
る
の
は
中
田
宿
の
常
備
馬
数
で
は
な
く
て
、
そ
の
半
役

(
1
一2
役
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
中
田
宿

近世末における越中西部上使街道(脇街道)中田宿の戸口分析

寛永 B年 (1929)の加賀藩東部の宿馬数

宿場数区分|

第 B表

-津幡 (118)，・竹橋 (68)，・金沢(66) I 

埴生(48)，1/3高岡(47)

数)場(疋宿

30疋以上

-今石動(59)，

i白(35)

1/2中田(28)，三日市(26)，浦山・舟見20疋以上
(中田級)

(各25)，下村，1/2水戸田・入善(各23)，

1/3佐賀野， 1/3立野，小杉(各21)

滑川 (20)

魚津(19)，1/5東岩瀬(18)，1/3氷見(17)10定以上

l井波(14)，城端・守山(各13)

下の記号のあるものは，元和2年11月の「伝馬

役之定」にみえる役

・木役

1/2半役

1/3 1/3軒役

1/5 1/5軒役

は
却
疋
×

1
一2
H
H
疋
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た

が
っ
て
こ
れ
を
v
と
り
入
れ
る
と
中
田
宿
は
、
越
中
八
宿
の

う
ち
今
石
動
(
五
九
疋
)
、
高
岡

(
1
一3
役
H
約
一
六

疋
)
に
次
い
で
第
3
位
と
な
る
の
で
あ
り
、
中
の
上
の
規

模
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
中
田
宿
は
上
使
街
道
筋
の
要
駅
で
、
通
過
荷

物
に
つ
き
人
馬
継
立
の
賃
銭
や
宿
駅
ロ
銭
な
ど
の
収
入
を

得
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
嘉
永
度
の
人
別
帳
を
は
さ

む
弘
化
・
安
政
両
度
の
中
田
宿
の
宿
継
覚
書
に
よ
る
と
、

藩
政
末
期
近
い
こ
ろ
に
は
所
定
の
宿
継
法
に
よ
ら
な
い

「
抜
荷
」
が
出
、
村
肝
煎
か
ら
十
村
へ
申
出
を
し
て
い
る

199 

「
駅
方
御
用
宿
継
覚
書
」
に
よ
る
と
(
号
、
放
生
津
潟
(
富
山
湾
奥
)
北
東
辺
の
漁
村
堀
岡
新
村
か
ら
は
(
第
2
図
)
、
南
晴
山
麓
の
井

こ
と
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
弘
化
五
年
(
一
八
四
八
)
の

(注)

波
・
城
端
な
ど
へ
年
中
生
魚
の
振
売
に
出
か
け
て
い
た
が
、
そ
の
通
路
に
は
中
田
宿
を
避
け
て
同
宿
北
東
約
2
J
の
串
田
か
ら
分
岐
す
る
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別
路
(
野
上
道
l
第
1
図
)
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
追
々
商
人
荷
物
右
道
筋
相
通
リ
、
私
共
駅
罷
リ
申
サ
ズ
候
様
-
一

相
成
、
御
用
ニ
テ
ノ
ミ
右
潤
色
ノ
品
御
座
ナ
ク
、
稼
人
共
難
渋
-
一
及
ビ
候
ニ
付
:
:
:
(
後
略
)
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
き
同
覚
書
に
は

堀
岡
新
村
の
申
立
と
し
て
「
私
共
駅
通
リ
井
波
等
へ
通
リ
候
テ
ハ
道
程
モ
遠
ク
、
道
筋
入
組
:
・
:
」
と
記
し
、
井
波
行
道
路
を
野
上
道
か

ら
芹
谷
野
段
丘
(
新
田
)
経
由
の
方
の
有
利
性
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
安
政
五
年
(
?
)
の
他
の
覚
書
は
(
号
、
庄
川
を
西
へ
こ
え
た
上
使
街
道
沿
い
の
戸
出
に
お
け
る
「
宿
継
」
の
違
法
を
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
使
街
道
に
よ
る
西
行
荷
物
は
、
中
田
よ
り
直
ち
に
今
石
へ
継
ぐ
の
で
あ
っ
て
、
戸
出
に
は
継
立
は
許
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
前
々
の
定
法
に
よ
る
と
、
高
岡
か
ら
の
南
行
荷
物
の
う
ち
、
戸
出
以
南
送
り
の
商
人
荷
物
は
、
中
田
・
高
岡
両
宿
の
出
合
で
処
理
す

る
。
戸
出
か
ら
北
行
高
岡
行
荷
物
は
高
岡
駅
馬
が
運
び
、
杉
木
新
町
(
嘱
波
市
)
・
福
野
等
か
ら
戸
出
を
経
て
、
大
門
新
町
(
大
門
町
)
、

放
生
津
(
新
湊
市
|
放
生
津
潟
排
水
口
)
行
の
分
は
中
田
宿
馬
が
取
扱
う
。
そ
の
他
、
戸
出
以
東
の
道
路
・
用
水
(
千
保
川
ほ
か
庄
川
旧
河

道
)
を
利
用
し
て
下
げ
る
荷
物
に
つ
い
て
は
中
国
宿
が
取
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
定
法
に
対
し
て
「
戸
出
村
一
一
於
テ
荷

い

よ

い

よ

す

〈

な

ぽ

し

ゃ

く

も

ち

ふ

か

た

物
宿
体
ノ
者
出
来
仕
リ
、
抜
荷
多
ク
相
成
、
私
共
駅
方
へ
商
人
荷
物
出
方
荷
弥
増
シ
(
減
ジ
)
稼
省
-
一
相
成
、
馬
借
持
共
夫
方
ノ
者
一
統

に

し

ん

と
A

え
も
の

ま
た
「
作
得
米
や
石
灰
・
緋
等
原
物
」
の
う
ち
商
人
荷
物
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
輸
送
に
つ
い
て
は
中
田
宿
が

迷
惑
仕
候
:
:
:
」
と
し
、

口
銭
の
取
立
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
「
呼
馬
」
制
に
よ
る
中
田
宿
馬
使
用
の
定
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
幕
末
期
に
な
っ
て
宿
継
法
が
乱
れ
て
、
抜
道
利
用
や
戸
出
に
お
け
る
違
法
な
宿
継
が
行
わ
れ
、
中
田
宿
の
街
道
稼
の
減
少
・

駅
勢
の

中表
田退
十と傾
村主向
と ヵミ
御み
蔵ら

れ
町た
蔵の

で
あ
る

2 中
田
駅
ま
た
は
元
禄
期
以
後
、
圧
川
以
来
地
域
の
般
若
組
の
十
村
(
大
圧
屋
)
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
加
賀
藩
は
地
方
制
度
と
し
て
郡



内
を
い
く
つ
か
の
組
に
分
け
(
一
組
は
二

O
I五
O
村
ぐ
ら
い
)
、
組
ご
と
に
郡
奉
行
直
支
配
の
十
村
を
お
い
て
村
々
の
肝
煎
(
名
主
役
)

の
行
政
を
監
督
指
導
さ
せ
て
い
た
(
十
村
は
も
と
は
肝
煎
頭
ま
た
組
頭
と
い
っ
た
)
。
中
国
は
輔
波
郡
般
若
組
(
四
七
カ
村
)
に
属
し
て
い

年

ご

七

O
三
)

た
。
同
組
の
十
村
は
、
慶
長
度
の
安
川
村
作
右
術
門
を
は
じ
め
諸
村
の
上
農
(
の
ち
豪
農
)
が
交
代
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
元
禄
二
ハ

近世末における越中西部上使街道(脇街道)中日宿の戸口分析

に
中
田
村
源
六
(
木
沢
氏
)
が
十
村
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
後
ハ
包
、
連
続
し
て
(
天
保
一

O
年
l
一
八
三
九
か
ら
数
年
間
は

他
家
担
当
、
そ
の
間
木
沢
氏
は
他
組
l
山
見
組
の
十
村
担
当
)
幕
末
に
至
っ
て
い
る
(
明
治
三
年
十
村
は
郷
長
と
な
り
、
そ
の
廃
止
ま
で

在
勤
)
。
こ
う
し
て
中
田
は
元
禄
期
よ
り
約
一
七

0
年
間
般
若
組
行
政
の
中
心
地
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
藩
の
行
政
施
設
の
「
御
蔵
」
が
ま
た
中
田
に
設
け
ら
れ
て
い
る
(
き
。
御
蔵
は
藩
領
か
ら
上
納
の
年
貢
米
を
収
納
す
る
蔵
で
あ
る

201 

藩政後期における璃波射水地方の御

蔵・町蔵の分布

(注) 高瀬論文により記入

第 2図

が
、
は
じ
め
は
収
納
の
大
拠
点
と
も
い
う
べ
き
小
矢
部

圧
両
川
の
河
口
部
(
伏
木
・
吉
久
を
は
じ
め
高
岡

今
石
動
・
城
端
(
そ
れ
に
氷
見
)
に
設
け
ら
れ
、
こ
れ

ら
を
「
御
収
納
蔵
(
本
蔵
)
」
と
よ
ぶ
。
や
が
て
農
民
の

収
納
の
便
を
は
か
つ
て
、
川
下
げ
に
便
利
な
小
矢
部
川

沿
岸
や
庄
川
扇
状
池
の
扇
端
部
か
ら
三
角
州
頂
へ
か
け

た
地
区
を
選
ん
で
「
中
出
蔵
」
が
設
け
ら
れ
た
(
璃
波

郡
に
一
一
カ
所
翁
)

)

0

中
国
御
蔵
は
中
出
蔵
で
、
資
料

に
よ
る
と
正
保
三
年
(
一
六
四
六
)
の
創
設
で
、
早
期

の
も
の
に
属
す
る
翁
)
(
庄
川
旧
川
の
新
聞
川
畔
を
利
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用
し
、
大
門
宿
南
方
で
和
田
川
へ
出
、
そ
の
北
方
で
庄
川
本
川
に
合
し
、
河
口
近
く
の
士
口
久
御
蔵
に
直
結
す
る
)
。
そ
の
規
模
は
(
幕
末
期

な
ら
ん
)
、
五
棟
三
三
戸
前
、
入
米
五
三
二
一
石
余
で
、
璃
波
郡
二
ニ
蔵
の
う
ち
、
戸
出
(
六
棟
・
二
二
戸
前
・
九
三
四
四
石
余
)
、
福
野

(
六
棟
・
一
四
戸
前
・
六
二
三
六
石
余
)
両
御
蔵
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
っ
た
(
第
四
位
は
城
端
の
四
棟
・
五

O
七
三
石
余
)
。

L
ょ
う
げ

中
田
御
蔵
入
の
村
(
御
蔵
下
村
)
は
庄
下
組
二
五
村
(
四
五
村
中
)
、
般
若
組
三
一
村
(
四
七
村
中
)
、
計
五
六
村
で
あ
っ
た
。

そ
し
て

こ
の
利
用
状
況
は
、
上
掲
高
瀬
論
文
に
よ
る
と
年
代
に
よ
っ
て
若
干
の
変
動
は
あ
る
が
、
嘱
波
射
水
両
郡
諸
蔵
の
川
下
、
げ
額
か
ら
は
中

位
l
上
位
を
し
め
て
い
る
(
享
保
期
一
五

O
O
I二
O
O
O石
台
で
中
位
、
寛
政
期
は
年
に
よ
る
変
動
が
多
い
が
二

O
O
O
t三
0
0
0

石
で
上
位
、
弘
化
嘉
永
期
は
一

0
0
0
1二
O
O
O石
台
で
中
位
)
。

中
田
に
は
ま
た
「
町
蔵
」
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
町
蔵
は
給
人
(
藩
臣
)
に
対
す
る
知
行
米
を
収
納
す
る
も
の
を
い
い

g
y
御
蔵
の
と

な
り
に
併
置
さ
れ
る
の
が
例
で
、
中
田
町
蔵
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
上
掲
高
瀬
論
文
に
み
え
る
中
田
の
町
蔵
米
の
川
下
げ
額
は
、
享

保
・
寛
政
両
期
と
も
皆
無
で
、
嘉
、
氷
期
に
わ
ず
か
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
由
来
町
蔵
へ
の
米
の
入
庫
・
川
下
げ
等
は
蔵
宿
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
中
田
町
人
に
蔵
宿
が
許
さ
れ
た
の
は
藩
政
末
期
の
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
戸
出
村
民
が

蔵
宿
を
つ
と
め
て
い
た
の
で
、
中
田
御
蔵
下
村
か
ら
の
給
人
知
行
米
は
戸
出
の
町
蔵
へ
納
め
ら
れ
て
い
た
。
中
田
の
願
が
い
れ
ら
れ
て
中

田
町
人
に
蔵
宿
が
許
さ
れ
、
町
蔵
が
建
て
ら
れ
た
の
は
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
で
あ
っ
た
。
嘉
永
人
別
帳
に
近
い
嘉
永
四
年
の
中
田
町

蔵
の
川
下
げ
額
は
一
五

O
O石
で
、
嘱
波
郡
内
で
は
最
少
量
で
あ
っ
た
(
戸
出
は
六

O
O
O石
で
郡
内
最
多
、

ほ
か
に
石
動
・
城
端
と

も
に
五

0
0
0石
、
福
光
i
四
0
0
0石)。

こ
う
し
て
中
田
は
、
本
蔵
米
の
集
中
地
と
し
て
は
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
が
、
町
蔵
は
開
設
が
お
く
れ
、
そ
の
機
能
も
有
力
と

は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



近世末における越中西部上使街道(脇街道)中田宿の戸口分析

宝暦期の越中の市

市 市立町村

六斉市 泊初日， 三日市， 戸出，
瀬新，城端

九斉市 中日，福野市，福光，
小杉，上

吋 市|井波今石動氷見

宝暦5年(1755)政鄭記(中

田町誌149頁)により分類

(注)

3 

九
斉
市
と
少
な
い
商
人
・
職
人

第 g表

中
田
は
ま
た
市
場
集
落
と
も
い
え
る
。
近
世
中
期
末
に
近
い
宝
層
五
年
(
一
七
五
五
)

に
つ
く
ら
れ
た
政
鄭
記
所
載
の
市
日
か
ら
す
る
と
(
号
、
当
時
越
中
に
は
一
四
カ
所
も
の
市

が
あ
り
、
加
賀
藩
内
で
は
著
し
く
多
い
ほ
う
で
あ
っ
た
(
加
賀
二
カ
所
、
能
登
五
カ
所
)
0

越
中
の
諸
市
を
市
日
別
に
分
け
る
と
(
第
9
表
)
、
市
日
か
ら
は
六
斉
l
十
二
斉
市
で
二

般
に
市
日
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
田
市
は
九
斉
市
で
、
福
光
・
福
野
・
小
杉
な

ど
と
比
肩
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
硝
波
郡
内
で
も
越
中
圏
内
で
も
中
位
の
市
立
が
行
わ

右
政
鄭
記
作
製
後
五
五
年
を
経
た
文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
に
つ
く
ら
れ
た
「
嘱
波
郡
村
々
諸
商
売
品
調
書
上
帳
ハ
哲
」
(
以
後
文
化
の

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

嘱
波
郡
商
売
調
と
略
称
す
る
)
が
あ
る
o

こ
れ
は
嘉
永
人
別
帳
を
さ
か
の
ぼ
る
約
四

O
年
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
聞
に
文
政
・
天
保
の
改

革
も
あ
る
が
、
近
世
後
期
の
第
二
次
・
第
三
次
産
業
資
料
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
橋
本
征
治
に
よ
る
橋
波
全
域

に
わ
た
る
論
述
(
思
が
あ
る
が
、

筆
者
は
近
世
後
期
の
中
田
商
工
業
の
実
態
把
握
に
資
し
、
筆
者
な
り
の
分
析
を
す
る
こ
と
に
す
る
。

の
ち
軒
別
に
商
業
の
業
種
を
記
し
、

こ
の
調
は
村
ご
と
に
、
ま
ず
役
銀
額
・
役
名
(
川
魚
|
鮭
・
鱒
・
鮎
な
ど
、
猟
舟
隻
数
を
記
し
、

役
銀
の
納
入
先
や
商
品
の
仕
入
元
が
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

中
田
の
商
売
軒
数
は
五
九
で
ほ
か
に
鮎
川
役
、
鱒
川
役
、
猟
般
一
一
般
、
擢
役
・
油
臼
二
柄
が
あ
る
。
こ
の
軒
数
を
磯
波
の
町
湯
村
の
そ

203 

れ
と
比
較
す
る
と
、
中
国
に
近
似
す
る
軒
数
を
示
す
と
こ
ろ
は
、
福
岡
(
四
八
三
立
野
手
ハ
一
)
の
北
陸
道
筋
の
立
場
(
休
場
)
集
落
で

あ
り
、
庄
川
扇
状
地
に
近
世
前
期
に
町
立
さ
れ
た
諸
村
(
戸
出
l
一
八
二
、
杉
木
新
l
一
四
二
、
福
野
|
一
一
一
九
)
や
中
世
起
原
の
諸
町
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(
井
波
三
一
四
、
今
石
動
は
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
北
東
に
接
す
る
福
町
|
二

O
O
)
な
ど
よ
り
も
著
し
く
少
な
い
。
ま
た
上
記
宝
暦

度
の
市
日
数
と
こ
の
文
化
度
の
商
売
軒
を
調
べ
る
と
(
第
四
表
)
、
中
田
の
五
九
軒
は
格
段
に
少
な
く
、
市
日
の
多
さ
が
商
業
の
発
展
に
う

砺波諸町村の宝暦5年(1755)の市日数と文化10年

(1810)の商売軒数

第10表

市立町村と文化の商売軒数宝暦の市

戸出-182軒，杉木新一142軒，城端?六斉市

中国一59軒，福野ー219軒，福光一284軒九斉市

け
つ
が
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

井波-314軒，今石動? (福町200軒)

ま
た
文
化
七
年
の
業
種
構
成
を
み
る
(
第
日
表
)
o

消
費
性
業
種
で
は
、

ち
ゅ
う
に
ん

ま
た
仲
人
(
口
入
れ
)
、
金
融
(
質
屋
)
の
い
ず
れ
に
も
わ
た
っ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
少

中
田
宿
駅
関
係
と
食
・
衣
・

日
用
雑
貨
、

な
い
。
し
か
し
商
売
軒
数
の
近
似
諸
村
と
比
べ
る
と
、
福
岡
・
立
野
(
第
日
表
B
・
C
)
が
と
も
に
特
産

の
菅
笠
関
係
の
多
い
こ
と
が
目
立
つ
が
、
そ
の
他
の
一
般
品
商
は
業
種
も
軒
数
も
少
な
く
て
(
そ
の
軒
数

は
振
売
を
除
い
て
、
中
田
二
一
、
福
岡
一
五
、
立
野
二
ニ
)
、
小
規
模
買
物
町
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る

こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
ま
た
庄
川
の
西
の
上
使
街
道
筋
の
戸
出
(
第
日
表
D
)
と
比
べ
る
と
、
総
数
が
五

九
軒
対
一
八
二
軒

(
1
対
3
)
と
大
き
く
へ
だ
た
り
、
業
種
か
ら
も
一
戸
出
は
多
種
か
っ
多
数
で
、
と
く
に

繊
維
(
戸
出
縞
|
綿
織
)
関
係
商
の
多
い
こ
と
が
目
立
つ
(
布
仕
入
屋
一
回
、
太
物
屋
一

O
、
綿
打
屋
八
)
。

そ
し
て
戸
出
が
宝
暦
度
に
は
六
斉
市
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
目
を
み
は
る
発
展
状
況
と
い
え
よ

十二斉市

ぅ
。
ま
た
元
禄
コ
一
年
(
一
六
九

O
)
の
宿
村
の
軒
数
は
(
吾
、
中
田
二
二

O
軒
、
戸
出
は
一
二
三
軒
で
あ
っ

た
の
に
比
べ
て
も
戸
出
の
躍
進
は
著
し
い
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
中
田
は
璃
波
地
方
で
は
い
ち
早
く
聞
け
た
宿
駅
で
、

か
つ
九
斉
市
の
聞
か
れ

る
市
場
町
で
も
あ
っ
た
が
、
近
世
中
後
期
(
と
く
に
後
期
)
の
発
展
が
緩
漫
で
あ
り
、
北
陸
道
筋
の
立
場
諸
村
と
同
規
模
の
商
数
で
あ
っ

た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
近
世
後
期
に
は
あ
る
い
は
村
落
に
近
い
町
場
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第11表文化7年(1810)中国ほか璃波諸村の商売

lI~æl制主野同

;茶~11， 21 1 1 : 
消 lう どん屋

たばこ屋

菓 子 屋 1 71 5 

せんぺい屋

費l焼餅屋

風呂屋

枇ぽ)屋 11 3 

米小売

酒小売

性 IN-'- N ，，" = 11 
味噌 屋 11 2 

醤 油 屋 2

豆腐屋

5 

i中日i担問|立主|戸出

ム:¥1 11 41 :1 1 
1 

8 

薬種屋 11 1 

布木綿き ず
直し屋

かせ仲買 11 4 

布仕入屋

菅笠仕入屋

同仲買

11 2 

14 
可

i

a

A
占

唱

i

:11~11 生|味噌造
酒造屋

E 醤油 造
311ト!日

庄 i室
2 

屋

塩小 売

茶小売

1 

B 水車雑穀賃挽51 21 21 1011 
は l油臼(油絞)

3 

魚屋 4 

古ム:11 ~I 1 

鍋屋

1 ヮ“

R
b
一

日
U

Q

U

司
自
ム

屋

屋刷
機

;

せ

綿

か

2

3

3

2

 

l
 

唱
E
4

-1
i

噌

i

噌

i

句

i

i

l

 

nr“
噌

E
L

4 q

a

o

O

可

i

n

O

τ

i

志社 屋 6

~ll I5512113|: 

:11zlt-111112 

鍛冶屋 2

椀家具屋 11 1 ¥ 

小間物屋 11 71 

ござ屋|

ろうそく屋 11 21 1 

(注) 井波町立図書館蔵

文化7年(1810)砺波郡村々諸商売品調上I恨(上・中・下)により作製
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4 

薬
種
採
取
の
余
業

加
賀
・
富
山
両
藩
の
地
は
、
薬
の
原
料
た
る
薬
草
の
生
育
適
地
を
な
し
、
こ
と
に
加
賀
の
南
西
(
能
美
郡
)
と
北
東
(
河
北
郡
)
、
越

中
西
部
(
氷
見
・
嘱
波
両
郡
)
、
東
部
(
新
川
郡
)

の
山
地
や
五
箇
山
が
知
ら
れ
、
な
か
で
も
新
川
・
調
波
の
丘
陵
地
・
山
地
は
多
産
地

域
を
な
し
、
薬
草
採
取
人
(
掘
子
)
や
土
洗
人
な
ど
と
し
て
生
計
を
は
か
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た

(80

中
田
付
近
で
は
、
こ
と
に
藩
政
末
期
に
富
山
の
茶
木
屋
(
広
貫
堂
)
の
庖
員
に
よ
っ
て
薬
草
の
採
取
法
・
加
工
法
が
伝
授
さ
れ
て
採
草
に
あ

た
る
も
の
が
増
加
し
た
と
さ
れ

B
Y
家
庭
婦
人
や
子
供
た
ち
が
内
職
と
し
て
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
採
取
に
あ
た
る
も
の
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
嘉
永
人
別
帳
作
製
当
時
に
も
村
民
の
余
業
と
し
て
薬
種
採
取
が
相
当
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
薬
草
の
採
取
・
流
通
に
つ
い
て
の
藩
の
規
程
に
つ
い
て
は
ま
だ
究
明
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
天
明
二
年
ご

七
八
二
)
の
薬
種
売
買
規
程
、
文
化
一
一
年
(
一
八
一
回
)
に
は
御
国
産
薬
種
下
縮
買
請
集
所
規
程
、
文
久

l
元
治
年
聞
に
は
薬
種
仕
法

大
綱
が
定
め
ら
れ
て
、
逐
次
秩
序
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
薬
種
の
採
取
・
流
通
に
つ
い
て
の
慣
行
を
基
礎
と
し
て
定
法
化

し
ま
り

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
上
記
し
た
山
元
村
々
の
採
取
者
(
掘
子
)
は
縮
札
を
得
て
縮
山
へ
の
入
山
・
採
取
が
許
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
土
洗
人
は
収
獲
物
の
規
格
の
分
類
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
り
、
と
も
に
前
述
の
諸
規
程
に
則
っ
た
農
間
渡
世
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
藩
は
こ
う
し
た
薬
草
取
り
と
売
薬
商
売
は
と
も
に
役
銀
な
し
の
株
立
と
し
て
保
護
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
哲
o

5 

庄
川
の
流
路
変
更
と
中
田
宿
勢
圏
の
縮
少

中
田
の
近
世
後
期
に
お
け
る
宿
継
や
商
業
の
不
振
・
停
滞
の
大
き
な
要
因
を
な
し
た
こ
と
に
、
旧
中
田
川
が
庄
川
の
本
流
(
現
庄
川
)

と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
中
田
の
商
圏
を
は
じ
め
、
宿
勢
箇
の
縮
少
を
も
た
ら
し
た
(
反
対
に
戸
出
の
商
圏
は
拡

大
し
た
)
。



嘱
波
平
野
の
主
要
部
を
し
め
る
庄
川
扇
状
地
は
、
全
国
有
数
の
典
型
的
か
つ
大
型
の
扇
状
地
で
る
る
が
、
谷
口
部
(
庄
川
町
金
屋
)
か
ら

幾
方
向
も
の
放
射
状
流
路
を
と
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
地
形
図
や
表
層
地
質
図
が
こ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
世
後
期
に
お

け
る
放
射
状
流
路
と
し
て
は
、
中
田
・
千
保
両
川
を
は
じ
め
、
新
又
・
中
村
・
野
尻
諸
川
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
中
田
川
へ
集
中
さ
せ
る
こ
と

近世末における越中西部上使街道(脇街道)中田宿の戸口分析207 

庄川の河道統合にともなう減高(増減差引)

地域 | 減高計(%) |中田駅より10K圏分仰

総計l 5633，822石(100.0)1 3416，743 (60.0) 

右 岸 3097，006 (100.0) 1685，343 (54.4) 

左岸 2536，822 (100.0) 1731，400 (68.3) 

第12衰

に
よ
っ
て
(
自
然
の
水
勢
は
集
中
傾
向
を
示
し
て
い
た
)
、
庄
川
扇
状
地
に
お
け
る
水
害
の
除
去
と
水

利
の
安
定
、
開
拓
の
進
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
構
想
は
藩
政
初
期
か
ら
も
た
れ
て
い
た
翁
)
O

そ
れ
が

具
体
化
し
た
の
が
、
谷
口
部
の
中
田
・
千
保
両
川
の
分
流
地
点
に
お
け
る
大
規
模
な
〆
切
堤
(
松
川
附
)

の
築
造
で
あ
る
。
嘱
波
市
史
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
藩
政
前
期
末
の
寛
文
十
年
(
一
六
七

O
)
に
着
工
、

難
工
事
の
た
め
四
四
年
を
経
て
正
保
四
年
(
一
七
一
四
)
に
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

砺波市史 P.452表により作製

松
川
除
の
落
成
は
、
庄
川
扇
状
地
の
水
害
防
止
と
の
ち
の
開
拓
(
諸
川
の
廃
川
敷
を
含
む
)
、
居
住

民
生
活
の
安
定
を
も
た
ら
し
た
が
、
中
田
宿
に
と
っ
て
は
数
々
の
問
題
、
と
く
に
宿
勢
圏
の
縮
少
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
大
規
模
な
流
路
統
合
工
事
は
、
新
流
路
ぞ
い
の
村
々

に
あ
っ
て
は
い
く
ら
か
の
新
聞
団
地
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か
で
、
む
し
ろ
新
河
川
敷
と
し

て
莫
大
な
田
地
の
潰
滅
(
潰
地
)
を
生
じ
さ
せ
た
。
璃
波
市
史
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
明
暦
元
年
(
一

六
五
五
l
着
工
前
)
と
藩
政
末
に
近
い
天
保
一
二
年
(
一
八
四
一

l
嘉
永
人
別
帳
の
八
年
前
)
聞
の

新
庄
川
沿
岸
諸
村
の
村
高
の
対
照
表
ハ
哲
に
よ
る
と
、
減
高
と
増
高
を
差
引
し
た
結
果
の
減
少
高
は

(注)

総
計
五
六
三
三
・
八
石
余
に
の
ぼ
り
(
第
ロ
表
)
、
上
記
し
た
芹
谷
野
の
新
田
高

(
元
撮
二
年
四
一

O
四
石
、
天
保
一
二
年
四
六
五
五
石
)
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
を
中
国
の
宿
勢
圏
と
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い
う
べ
き
半
径
4
キ
ロ
圏
の
そ
れ
を
み
る
と
、
差
引
減
高
が
三
四
一
六
・
七
石
余
(
総
減
高
の
六
一
対
)
で
、
中
田
宿
周
辺
の
打
撃
が
相

対
的
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
(
第
1
図
)
、
長
期
的
な
経
済
的
圧
迫
を
も
た
ら
し
た
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
庄
川
の
疏
通
は
上
記
も
し
た
よ
う
に
幅
員
五

O
Oメ
l
ト
モ
の
河
道
を
通
す
こ
と
と
な
り
、
東
西
両
岸

地
域
聞
の
交
通
を
遮
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
般
若
組
四
七
カ
村
中
十
二
カ
村
が
西
岸
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
ら
が
中
田
宿

勢
圏
か
ら
離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
(
戸
出
の
商
圏
に
入
る
)
。

こ
う
し
て
新
圧
川
の
出
現
は
、
中
国
宿
に
対
し
て
は
、
宿
勢
圏
内
の
減
高
と
1
一4
と
い
う
相
当
広
域
な
商
圏
縮
少
を
結
果
せ
し
め
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
田
宿
は
新
庄
川
右
岸
の
東
西
幅
約
3
キ
ロ
に
過
ぎ
な
い
狭
少
で
南
北
に
長
い
商
圏
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
勺
た
の
で
あ
り
、
上
記
し
た
文
化
度
の
商
売
軒
数
は
あ
っ
て
も
戸
出
の

1
一3
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
大
き
な
較
差
を
生
じ
、

0
・

O
一
石
以
上
の
無
家
の
一
人
世
帯
の
二
人
が
戸
出
に
奉
公
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
(
第
5
表
)
。
そ
し
て
宿
民
生
活
を
支
え
る
所
得

に
恵
ま
れ
な
く
、
健
否
の
較
差
の
著
し
い
一
・
二
・
三
級
の
階
層
区
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
家
族
構
成
の
較
差
と
を
現
出
さ
せ
る

に
至
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

摘

S黍

筆
者
が
以
前
に
手
が
け
て
い
た
南
関
東
の
脇
往
還
宿
場
町
の
比
較
事
例
に
し
よ
う
と
、
北
陸
地
方
の
北
陸
道
の
脇
往
還
上
使
街
道
中
田

宿
の
例
を
と
っ
て
み
た
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
の
宗
門
人
別
帳
を
実
態
把
握
の
基
礎
資
料
と
し
、
諸
分
析
指
標
は
前
報
文
の
そ
れ
に

よ
る
こ
と
に
し
た
。
人
別
帳
記
載
の
持
高
(
在
所
高
・
他
所
高
合
計
1

総
持
)
に
よ
る
階
層
区
分
は
、
巨
大
層
(
最
大
は
六
三
七
石
)
か

ら
頭
振
(
無
高
)
層
に
わ
た
る
七
区
分
と
、

一
石
未
満
と
頭
振
両
層
の
無
家
を
加
え
て
九
区
分
と
し
た
。
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1 

階
層
構
成
は
、
総
戸
数
二
四
九
戸
中
、

一
O
O
石
以
上
が
五
戸
に
対
し
て
一
石
未
満
層
一
四
六
戸
(
五
八
・
七
%
)
と
頭
振
層
四

九
戸
(
一
九
・
七
%
)
|
両
層
合
計
一
九
五
戸
(
七
八
・
固
形
)
と
な
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
持
高
比
率
は
巨
大
層
五
戸
で
村
民
持
高
総
計

の
六
六
・
四
形
、

一
石
未
満
一
四
六
戸
で
一
・
二
四
形
と
な
り
、
既
報
の
北
陸
の
階
層
分
化
の
報
告
例
に
み
ら
れ
な
い
極
端
な
両
極
分
解

型
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
村
民
持
高
は
、
他
所
高
が
在
所
高
の
一
・
四
倍
に
も
の
ぼ
り
、
町
場
の
土
地
兼
併
の
好
例
を
な
し
て
い
る
。

2 

階
層
別
家
族
構
成
を
み
る
と

A 

一
戸
当
家
族
人
数
か
ら
は
一
・
ニ
・
三
級
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
三
石
以
上

l
三
O
石
以
上
層
は
六
人
内
外
で
一
級
、

一
石
以

上
層
、

一
石
未
満
と
頭
振
の
家
持
層
の
三
層
は
四
人
台
で
二
扱
、

一
石
未
満
と
頭
振
の
両
無
家
層
は
二
人
台
で
三
級
と
し
た
。
二

l
一一一

級
聞
が
や
や
聞
い
て
い
る
(
階
層
別
家
族
人
員
の
分
布
を
み
て
も
同
傾
向
が
み
ら
れ
る
)
。

B 

家
族
構
成

a 

有
配
偶
率
も
上
記
一
・
二
・
一
二
級
の
区
分
に
併
行
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
戸
数
率
で
は
、

一
級
が
一

o
o
l八
O

話
、
二
級
七
O
|
六
O
l
五
O
%
(
級
中
の
階
層
に
し
た
が
っ
て
低
率
と
な
る
)
、
一
一
一
級
は
一
O
M
台
で
あ
る
。
組
数
率
は
一
・
二

両
級
は
戸
数
率
に
一
O
M
を
加
え
た
程
度
の
少
増
で
あ
る
が
、
三
級
は
戸
数
率
と
同
率
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
う
し
て
有
配
偶
率
で
も
二

t
一
ニ
級
聞
の
較
差
は
、
家
族
人
数
よ
り
も
よ
り
大
き
な
較
差
を
示
し
て
い
る
の
が
注
意
を
ひ
く
。

さ
ら
に
無
配
偶
世
帯
の
内
容
は
、
母
子
世
帯
が
最
多
で
、
父
子
世
帯
こ
れ
に
次
ぎ
、
兄
弟
世
帯
は
低
率
で
あ
る
。
ま
た
他
家
を
頼

っ
て
同
居
し
て
い
る
も
の
は
、
両
無
家
層
で
五
O
M
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
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一
人
世
帯
は
総
戸
数
の
一
四
・
四
%
に
の
ぼ
る
が
、
三
級
の
な
か
に
僅
か
で
は
あ
る
が
絶
家
寸
前
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

安
定
家
族
率
は
、

一
扱
が
一

o
o
i九
O
%
、
二
級
八
O
I
七
O
M
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
級
は
一
ニ
O
I
二
O
%
で
、
こ
こ
で
も

b 
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一一

t
三
級
間
の
較
差
が
大
き
い
。

c 

一
戸
当
未
婚
者
は
、
各
級
(
ま
た
諸
階
層
)
聞
の
較
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
婚
姻
は
経
済
条
件
に
の
み
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

こ
ら
の
諸
指
標
の
数
値
を
み
る
と
階
層
と
、

一
戸
当
家
族
人
数
を
も
と
に
し
て
区
分
し
た
三
級
間
に
較
差
が
み
ら
れ
、
こ
こ
に
二

t
三

級
聞
の
較
差
の
著
し
い
こ
と
が
共
通
性
と
い
い
得
る
。

3 

階
層
分
化
形
成
の
意
義
と
し
て
、
巨
大
地
主
の
形
成
と
切
高
仕
法
・
高
方
仕
法
か
ら
み
た
。

a 

六
三
七
石
所
持
の
巨
大
地
主
は
、
藩
政
前
期
末
か
ら
形
成
の
緒
に
つ
い
て
い
る
が
(
他
の
砺
波
平
野
の
巨
大
地
主
の
例
は
同
後

期)、

わ
ら
灰
の
製
造
販
売
を
契
機
と
し
た
商
(
工
)
業
活
動
が
致
富
の
主
因
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
近
接
地
域
に
相
当
規
模
の
用

水
開
さ
く
に
よ
る
新
田
開
発
地
域
を
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
が
(
ほ
か
の
肥
料
販
売
を
も
加
え
て
?
)
、
よ
り
商
勢
を
活
発
に
し
た
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

b 

巨
大
地
主
成
立
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
土
地
売
買
を
認
許
し
た
加
賀
藩
の
切
高
仕
法
(
正
式
公
布
は
元
禄
六
年
で
あ
る
が
、
実
質

的
に
は
そ
の
以
前
に
開
始
)
が
考
え
ら
れ
る
。

C 

ま
た
一
石
未
満
の
「
ご
く
零
細
層
」
の
な
か
に
は
、
端
数
な
し
の
五
升
高
・
一
斗
高
・
二
斗
高
の
も
の
が
、
同
層
総
数
の
七

O
M

余
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
切
高
仕
法
の
修
正
抑
止
策
と
さ
れ
た
高
方
仕
方
(
寛
政
一
一
年
公
布
)
に
よ
る
名
高
(
家
高
)
で
名
目

的
(
か
つ
作
為
的
?
)
自
作
農
と
い
え
よ
う
。

4 

近
世
後
期
に
お
け
る
中
田
宿
の
機
能

一一

l
一
ニ
級
聞
の
較
差
、
と
く
に
三
級
層
が
諸
指
標
と
も
極
め
て
低
率
・
弱
体
で
あ
る
に
つ
き
、
中
田
宿
の
後
期
に
お
け
る
機
能
の
衰
退



か
ら
み
る
こ
と
に
し
た
。

a 

中
国
宿
の
宿
継

中
田
宿
は
藩
政
初
頭
に
、
越
中
国
で
は
中
位
の
駅
馬
準
備
の
宿
駅
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
後
期
に
仕
る
と
宿

近世末における結中西部上使街道(脇街道)中白宿の戸口分析

継
法
の
実
施
に
み
だ
れ
が
あ
ら
わ
れ
出
し
た
。
わ
ず
か
の
例
に
過
、
ぎ
な
い
が
、
例
え
ば
、
中
田
を
通
過
す
べ
き
南
北
交
通
(
富
山
湾

岸
漁
村
の
南
方
山
麓
の
谷
口
集
落
方
面
へ
の
生
魚
の
振
売
)
に
経
路
の
変
更
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
中
田
の
西
方
約
3
キ
ロ
に
あ
る
新

立
市
場
町
の
戸
出
が
、
杉
木
新
・
福
野
な
ど
庄
川
扇
状
地
一
扇
央
郡
の
新
町
諸
集
落
を
つ
ら
ね
る
流
通
要
地
と
な
り
、
宿
継
類
似
稼
業

の
勃
興
に
よ
っ
て
、
中
田
宿
の
通
過
貨
物
は
減
少
を
き
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

b 

中
田
は
藩
政
中
期
末
ま
で
は
九
斉
市
の
地
で
、
越
中
中
位
の
市
外
場
町
を
も
な
し
て
い
が
、
後
期
の
商
業
は
戸
出
の
1
一3
に
過

ぎ
ず
、
北
陸
道
筋
の
立
場
集
落
並
の
少
数
し
か
み
ら
れ
な
い
。

C 

さ
ら
に
前
期
末
か
ら
、
庄
川
扇
状
地
の
諸
分
流
を
中
田
川
流
路
へ
集
中
す
る
大
瀬
替
事
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
中
田

宿
勢
圏
諸
村
の
減
高
は
大
き
く
、
加
え
て
新
河
道
は
中
田
宿
の
商
園
地
域
を
分
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
商
圏
は
以
前
の

3
4
に
縮
少

さ
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
中
田
宿
の
後
期
に
お
け
る
衰
勢
は
、

ほ
か
に
十
村
役
や
御
蔵
な
ど
の
行
政
中
心
地
し
て
の
機
能
が
は
た
さ
れ
、
ま
た
付
近
の

山
野
で
の
薬
種
採
取
の
余
業
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
大
局
的
な
衰
勢
の
挽
回
に
は
さ
し
た
る
効
果
は
な
く
て
、
労
働
市
場
が
乏
し
く
、

か
く
極
端
な
両
極
分
解
、
ま
た
零
細
層
や
無
高
・
無
家
の
劣
弱
な
家
族
構
成
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
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